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循環型社会における環境解体 
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１.ＥＤ委員会の目指すところ 

○持続的発展が可能な建築生産に資する「環境解体一元  

化システム」を構築する。 

○循環型社会を構築するために不可欠な「共通認識 ⇒ 

  合意形成 ⇒ 意思決定」に至るまでの基本的なツール  

を開発する。（ヴェクトルの方向を揃える）  

○循環型社会において、各自が負担すべき「リスク」と「コ  

スト」を適正に評価するためのツールを開発する。 

 

◎ＥＤ委員会の「環境解体一元化システム」は、上記のこ    
と課題開発に取り組み、建築生産において持続的発展  

に貢献することを理念としている。 
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２.循環型社会とリスク 

  循環型社会が確実に遭遇するリスク 

   ○資源問題 

   ○エネルギー問題 

   ○環境問題 

   ○食料問題 

   ○人口問題 

   ○民族問題    ○宗教問題  

   ◎コスト負担拒否問題 

   ◎リスク負担拒否問題      

   ◎訴訟問題（建築訴訟、医療訴訟、等） 
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３.リスク回避の基本ーその１ 

（１）基本方針 

   共通認識の保持 ⇒ 合意形成の確保 ⇒ 

     的確な意思決定 

（２）共通認識の保持 

   ○環境解体一元化システムの目的・意義に関す   
する共通認識を保持し、説明責任に耐え得る    

資料・ツールの作成 

   ○資料・ツールは、客観的・工学的・定量的に    
構築されたシステムでなければ、共通認識も     

賛同も得られない。 
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３.リスク回避の基本ーその２ 

（３）合意形成の確保 

   ○要求する品質の種類とグレード 

   ○負担する「リスク」の種類は何か、 

   ○負担するリスクのレベルは、「許容できる範    
囲か」、 

   ○負担するコストは、「合目的（目的志向型）」か   
「リーズナブル（適正）」か、 

   ◎以上のような事項について、逐条合意を得る     
必要がある。 

（４）意思決定（合意形成に基づく契約） 
   ◎意思決定者間の自己責任の範囲の明確化 
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４.安全・安心・信用－その１ 
（１）危 険 

   ○危ないこと、安全でないこと。 

（２）安 全 

   ○安らかで、危険のないこと。 

   ○危険と表裏一体 

（３）安 心 

   ○心が安らかなこと。心配のないこと。 

   ○心理的要素が大きい。 

（４）信 用 

   ○相手の誠意を信じて疑わないこと。他から     

確かだと信じられ ること。 
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４.安全・安心・信用ーその２ 
（１）安 全（科学的側面に立脚した安全） 
 ○科学的根拠に立脚している。ただし、検体の個   
体差が大きい  

 ○基準値は、その時点での許容できるレベルに     
「さらに安全係数」を見込んだ値に設定している     
例が多い。 
 ○あらゆる製造物は、ある日突然「悪者・危険
物」    の烙印を押されるリスクを背負っている。 
  ○循環資源は、ヴァージン資源に比べてこのリス   
クを背負わされる度合いが大きい。   

  ◎現状は、資源循環の際のリスクに対する「共    
通認識」,「合意形成」が、全く保持・確立さ   
れていない。 
 

N

o 
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４.安全・安心・信用ーその３ 
（２）安 心（心理的側面に立脚した安全）   

  ○安心の判断基準は、個人差により大きく異なる。 

  ○一般的には、個人が認識する「安全」と「危険」の     

種類・程度との一対比較により、安心の程度を判断     

している。（一対比較のデータベースが不足） 
  ○しかし、一般の多くは、心理的判断の基準となる安    

全の基準に対して、適切な情報を有しておらず、
偏   った非科学的な情報で判断していることが多い。 

  ○危険・リスクに対する安心の判断基準は、共通の     

尺度がない。 

   ◎安全基準に安全係数を掛け、そのうえで「許容で      

きないレベルを危険」、「許容できるレベル」を安心    
としたい。 
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４.安全・安心・信用－その４ 

（３）信 用    

  ○当方を信用して、安心してお任せ下さい。     

○相手の顔が見えると信用の度が増す。  

  ○「適正な契約」であっても、それが相手を信    

用していない証拠と考えられがちである。 

    ○本格的な訴訟時代に突入した現在、信用の     

みに依存していては 「訴訟リスク」を回避す     

ることが困難である。   

  ◎共通認識 ⇒ 合意形成 ⇒ 意思決定      
（契約）のステップを適正に踏まえることが、     
リスク回避につながる。  
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図．持続的発展に関する記事取り扱い件数の月別推移 
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   地域環境が中心 ← ⇒ 地球環境が中心に 

５.環境リスクの動向（日経新聞記

事） 
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（福田俊之学位論文 
 

（福田俊之学位論文抜粋） 
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６.各種リスクの平準化  No.11 

プロット点は各１年間の平均値 

（矢野宇三郎修論） 



７.ＥＤ委員会における基本構想 
（１）環境解体一元化システムのための基本マトリクス 
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（２）基本マトリクスの展開 

①共通認識の保持⇒合意形成確立⇒意思決定に至るス    

テップの説明責任用資料として 

②打合せ初期段階における「ＬＣＡの品質（環境影響、廃  

棄物の再資源化率、等」、「総コスト」、等の概数把握 

③「詳細法」による環境解体一元化システムの的確な推  

進のためのチェックリストとして 

④技術競合とコスト競合の適正さを評価する際の共通指  

標として、 また、競合を誘導するためのツールとして 

⑤静脈産業から動脈産業への転換を図るツールとして 

 

⑥持続的発展が可能な建築生産の推進に資するツール  

のひとつとして  
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  環境への負荷が少ない循環を基調とした経済社会 

     （循環型社会形成推進基本法の骨子） 

環境共生型社会 

地球環境問題 

住 環 境 問 題 

地域環境問題 

資 源 循 環 型 社 会 

長寿命化・高耐用化技術 

廃棄物の発生抑制技術 

適正なリサイクル技術 

適正な最終処分技術 

持続的発展が可能な経済社会：世界的な合意事項 

８.持続低発展が可能な経済社会のモデル 
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９.ＥＤ委員会の概略 
（１）解体設計の提唱者（青山謙一氏：東亜道路工業） 
（２）ＥＤ委員会の構成                         

    ○東亜道路工業   ○東亜・利根ボーリング   ○ＩＷＤ 

    ○クリスタルクレイ  の4社と 明治大学の共同研究 

（３）研究資金  

    ○ 4社による拠出金  ：６，７００万円 

   ○経済産業省補助金 ：３，４００万円 

（４）開発課題 

    ○環境解体一元化システム（簡略法、詳細法、等） 
（５）主な成果の情報発信 

    ○国際学会、国内学会、雑誌・機関紙、等への発表 

   ○大掛かりな展示会等への出展 

   ○構成企業各社の幹部に対する講習会の開催、等 
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10.最後に 
 Ｎo.16 

 

 
(1)循環型社会の企業リーダーに求められる資質 

 ○トップダウンによる即断即決 

 ○ F＝ｍ・α2  スピードを重視すべき状況にある。 

（２）ＥＤ委員会は、４社のリーダーの迅速な意思決定と   

関係者間の信頼関係（相互間信用）が、研究推進     

の原動力となっている。 

（３）ＥＤ委員会の発足時には、共通認識 ⇒ 合意形    

成 ⇒ 意思決定のステップのかけらもなかった。  

（４）４社のリーダーの資質とその行動に、大いなる敬    

意と謝意を表する。 


